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1月16日に滋賀県庁で行われた第4回滋賀ジュニ
アリサーチグランド成果発表会において、科学研
究同好会が「滋賀発成長産業発掘・育成コンソー
シアム賞」を受賞した。
部長の野村京亮くん(2-5)は「全力で取り組ん

できたので成果がでて嬉しい」と語る。
１年で水質浄化、２年から燃料電池の研究に取

り組んだ。今回は従来の基礎実験をもとに、燃料
電池を持ち運びしやすいように小型化した。容器
は３Ⅾプリンタで製作した。
実用化に向けて工夫したことは、泥が電極にか

ぶるのを防ぐためにセルロース膜を用いた事だ。
膜の中に塩化カリウムを入れ、電圧が下がりにく
いようにした。
「今後は燃料電池をさらに高効率化していきた

い」と意欲的だ。ゆくゆくは、有機物を分解する
ことによる環境浄化を目指している。
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来年度は念願の部に昇格!おめでとう！

↑表彰式での科学研究同好会メンバー一同。

次の一年でどれだけ研究が深まるか、注目だ。

滋賀発成長産業発掘・
育成コンソーシアム賞受賞
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本日卒業を迎えた端祭季(はし
さいき)くん(3-5)。八工から片道
約30キロの大津市和邇に住んでい
る。
この３年間の通学方法は電車・・

ではなく、なんとメインは自転車
だった。あまりの悪天候の時は電
車利用や送迎をしてもらうことも
当然あったが、基本は自転車だ。

普通のシティーサイクルでは毎
日60㎞の走行に耐えられない。彼
の相棒は、ロードバイクだ。ちな
みに写真の青い相棒は2代目。初
代は琵琶湖大橋を走行中にブレー
キが突然故障してしまい、そのま
ま乗り換えたそうだ。

しかし、一体彼はなぜ和邇から自転車通学をし
ようと思ったのだろうか。
和邇から電車に乗ると、一度京都の山科まで行っ

て電車を乗りかえねばならない。遠回りになるし、
乗り換えによる時間のロスもある。それならばいっ
そのこと自転車で学校まで来てしまおうというこ
とらしい。端くんの立派な筋肉は、ラグビー部の
厳しい練習に加え、毎日の自転車通学で培われた。
60㎞の道のりは難所がいっぱいだ。湖岸道路は

毎日突風が吹く。なぜか行きも帰りも向かい風だ。
全く街灯がない箇所もある。そして交通量が非常
に多い。歩道を走らざるを得ないところもあるが、
歩道には車止めポールが存在している。暗闇を走
行し、激突することもあったという。

それでも自転車愛がとまらない端くん。１月30
日に野洲で開催された関西シクロクロス第10戦マ
イアミでは、大会初出場にしてカテゴリーＣ４で
堂々２位入賞を果たした。大学では部活動として
自転車競技に本格的に取り組む。端くんの自転車
ライフはまだまだ続く。

高校卒業を機に自転車に乗らなくなる人は多い
だろうが、高校でつけたせっかくの筋肉だ。筋ト
レや運動を継続して維持したいものだ。(川)

シクロクロスって何？
障害物が設置されたオフロードの

短いコースを、決められた時間内に
何周できるかを競う障害物レースの
こと。特徴として、コース上ところ
どころに人工の障害物（柵、急斜面、
砂地、階段など）が設けられ、バイ
クから降りて自転車を押す、担ぐ、
ランニングする構成になっている。


